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～今月の表紙～

国見小学校では 7 月 25 日、シドニー
オリンピック女子 100m 背泳ぎ銀メ
ダリストの中村真衣さんによる水泳
教室が開催されました。参加した児
童は、中村さんに「正しい泳ぎ方」
を教わると早速実践。中村さんの熱
心な指導により、見る見るうちに上
達した児童たちは手応えを感じた様
子。夏休みの貴重な体験となりまし
た。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　阿津賀志山防塁は、文治５年 (1189 年 ) に奥州藤原氏が源頼朝を迎え撃つため、阿津賀志山の中腹から 3.2㎞にわたっ
て築いた要

ようさい

塞です。その中でも、この下二重堀地区は、２本の堀と３本の土塁の遺構が良くわかり、町の歴史を散策す
る町内外の方々に親しまれています。
　町では、このたからものをより多くの方々に知ってもらうため、防塁の復元や歴史公園としての整備を行います。現
在は、整備に必要となる情報を得るため、防塁の発掘調査を進めています。今号の「歴まちさんぽ」（P13）では、その
様子についてお伝えします。

阿
あ つ か し

津賀志山
やま

防
ぼうるい

塁（下
しも

二
ふ た え

重堀
ぼり

地区）

『国見のたからもの』№ 39

桃
、は
じ
め
ま
し
た
。

日
本
一
お
い
し
い

く
に
み
の

太
田
久
雄
国
見
町
長
は
7

月
5
日
、
東
京
都
内
に

あ
る
日
本
橋
ふ
く
し
ま
館
ミ

デ
ッ
テ
で
、
今
シ
ー
ズ
ン
初
と

な
る
国
見
町
産
モ
モ
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
は
太
田

町
長
や
町
産
業
振
興
課
職
員
、

ミ
ス
ピ
ー
チ
、
国
見
応
援
隊
、

「
く
に
み
も
も
た
ん
」
ら
が
参

加
し
、
国
見
町
産
モ
モ
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。
今
回
用
意
し
た
モ

モ
は
早わ

せ生
種
の
「
は
つ
ひ
め
」。

肉
質
滑
ら
か
で
ジ
ュ
ー
シ
ー
、

こ
の
時
期
と
し
て
は
糖
度
が
高

い
の
が
特
徴
で
、
試
食
し
た
来

場
者
か
ら
は
「
甘
く
て
み
ず
み

ず
し
く
て
お
い
し
い
」
と
大
好

評
。
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
で
は
7
月
9
日
、

道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷
と

東
北
自
動
車
道
国
見
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
上
り
線
で
も
国
見
町
産

モ
モ
「
は
つ
ひ
め
」
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

　

太
田
町
長
を
は
じ
め
、
渋
谷

憲
道
さ
ん
、
黒
田
壌
さ
ん
、
阿

部
郁
さ
ん
ら
生
産
者
の
み
な
さ

ん
、
ミ
ス
ピ
ー
チ
や
「
く
に
み

も
も
た
ん
」
が
参
加
。
道
の
駅

で
の
販
売
に
先
立
ち
行
わ
れ
た

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
太
田
町
長

が
「
日
本
一
お
い
し
い
国
見
の

モ
モ
を
お
届
け
し
ま
す
」
と
Ｐ

Ｒ
。
販
売
開
始
と
同
時
に
モ
モ

を
買
い
求
め
る
人
の
長
蛇
の
列

が
で
き
、
改
め
て
「
国
見
の
モ

モ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
高
さ
が

窺う
か
がえ
ま
し
た
。

7
月
に
入
り
、国
見
町
で
は
特
産
の
モ
モ
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

国
見
町
は
県
内
で
日
照
時
間
が
一
番
長
く
、
太
陽
の
恵
み
が
国
見
の

モ
モ
を
甘
く
、
お
い
し
く
育
て
ま
す
。

そ
ん
な
国
見
自
慢
の
モ
モ
を
、
今
年
も
全
国
各
地
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

今
年
も

ミデッテで国見のモモを PR する太田町長

道の駅でモモを買い求める来場者
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1日目2日目

2017

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優
で
国

見
町
応
援
大
使
の
沢
木

順
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
7
月

8
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
見
町
で
沢
木
さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
る
の
は
今

年
で
12
回
目
。
沢
木
さ
ん
は

「
セ
・
シ
ボ
ン
」「
オ
ー
・
シ
ャ

ン
ゼ
リ
ゼ
」「
愛
の
賛
歌
」
と

い
っ
た
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
名
曲
や

作
曲
家
の
父
、
八
洲
秀
章
さ
ん

の
「
あ
ざ
み
の
歌
」
な
ど
約
20

　

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
10
人

か
ら
な
る
「
国
見
ジ
ュ
ニ
ア
応

援
団
」の
結
団
式
が
7
月
3
日
、

道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
団
式
で
は
、
団
長
の
岡
崎

忠
昭
国
見
町
教
育
委
員
会
教
育

長
が
「
県
内
外
に
国
見
町
の
良

さ
を
元
気
と
と
も
に
届
け
ま

し
ょ
う
」
と
結
団
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
太
田
久
雄
国
見
町
長

が
「
国
見
町
の
こ
と
を
た
く
さ

　国見町応援大使

沢木順コンサート

曲
を
情
感
た
っ
ぷ
り
に
熱
唱
し

ま
し
た
。
演
奏
に
は
エ
レ
ク

ト
ー
ン
奏
者
の
長
谷
川
幹
人
さ

ん
を
迎
え
、
多
彩
な
音
色
で
観

客
を
魅
了
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ

に
は
国
見
フ
ラ
ク
ラ
ブ
の
み
な

さ
ん
が
特
別
出
演
し
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
を
披
露
し
て
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
会
場
全
体

で
『
ふ
る
さ
と
』
と
『
見
上
げ

て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
』
を
合
唱

し
、
会
場
は
一
体
感
に
包
ま
れ

国見ジュニア応援団
国見ジュニア応援団は、子どもたちが国見町の歴史、伝統文化、産業、まちづくりを学び、
震災からの復興に向けた町の取り組みを、国見の魅力・元気とともに全国に発信していきます。

ふるさと国見町を知る。大事に、誇りに思う。

け
て
浴
び
せ
る
祭
り
で
、
団
員

は
全
身
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が

ら
も
「
わ
っ
し
ょ
い
！
わ
っ

し
ょ
い
！
」
と
元
気
な
掛
け
声

と
と
も
に
、
中
尊
寺
ま
で
の
約

6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
完
歩
し
ま

し
た
。

　　

国
見
町
の
魅
力
を
し
っ
か
り

と
Ｐ
Ｒ
し
て
、
平
泉
町
と
の
交

流
を
深
め
た
2
日
間
。
8
月
に

は
平
泉
ジ
ュ
ニ
ア
歴
訪
団
が
国

見
町
に
来
町
す
る
予
定
で
、
近

い
再
開
を
約
束
し
ま
し
た
。

【
私
た
ち
が
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
！
】

　

小
島　

瑠
斗（
国
見
小
6
年
）

　

寺
島
久
美
巴（

〃

）

　

佐
藤　

悠
理（

〃

）

　

小
島　

瑠
華（

〃

）

　

髙
野
美
々
莉（

〃

）

　

佐
藤　

善
久（
県
北
中
1
年
）

　

佐
藤　

惺
弥（

〃

）

　

安
藤　

舞
子（

〃

）

　

内
村　

莉
瑠（

〃

）

　

伊
藤　

遥
風（

〃

）

結

式
団

ん
勉
強
し
て
、
一
緒
に
Ｐ
Ｒ
を

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
激
励
。

そ
の
後
、
太
田
町
長
か
ら
佐
藤

善
久
さ
ん
（
中
1
）
に
国
見
町

旗
が
委
託
さ
れ
、
岡
崎
団
長
か

ら
寺
島
久
美
巴
さ
ん
（
小
6
）

に
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
団
員
を
代
表
し
て
伊

藤
遥
風
さ
ん
（
中
1
）
が
「
団

員
の
仲
間
と
協
力
し
て
、
一
人

で
も
多
く
の
人
に
国
見
の
良
さ

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
町
が
連
携
交
流
を

進
め
て
い
る
岩
手
県
平
泉
町
や

北
海
道
ニ
セ
コ
町
の
訪
問
、
岐

阜
県
池
田
町
児
童
と
の
交
流
活

動
な
ど
を
通
し
て
、
全
国
に
国

見
町
の
元
気
を
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

　

国
見
ジ
ュ
ニ
ア
応
援
団
は
結

団
後
初
め
て
の
体
験
活
動
と
し

て
、
7
月
15
日
と
16
日
に
岩
手

県
平
泉
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
　
国
見
の
モ
モ
を
Ｐ
Ｒ

　
　

　

平
泉
文
化
遺
産
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
平
泉
町
児
童
と
の
対

面
式
で
は
、〝
国
見
学
〟
を
通

じ
て
団
員
が
自
作
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
国
見
特
産
の
モ
モ
を

Ｐ
Ｒ
し
、
平
泉
町
児
童
と
交
流

し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
尊
寺
と

今
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道

の
駅
平
泉
を
見
学
し
た
後
、「
水

か
け
神み

こ
し輿

」
宵よ
い

祭
り
会
場
の
観

自
在
王
院
で
、
国
見
の
モ
モ
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
体
験
。
モ
モ
生
産

者
の
黒
田
壌
さ
ん
も
同
行
し
、

2
日
間
で
用
意
し
た
モ
モ
約

１
０
０
箱
は
完
売
と
な
り
ま
し

た
。

　
　
水
か
け
神
輿
に
参
加

　
「
水
か
け
神
輿
」
は
そ
の
名

の
と
お
り
、
沿
道
か
ら
バ
ケ
ツ

に
入
れ
た
清
め
水
を
神
輿
め
が

平

町
泉

訪
問

国見町の元気を発信します！

◀水かけ神輿に参加する国見ジュニア応援団

祝 来場者50万人達成道 の 駅 国 見
あつかしの郷

　5 月 3 日にグランドオープンした道の駅国見あつかしの郷の
来場者が 7 月 15 日、50 万人を達成し、記念セレモニーが行
われました。
　記念すべき 50 万人目は、宮城県白石市の佐藤さん一家。
太田久雄国見町長が道の駅の商品券 2 万円と国見産のモモ

「紅
べ に く に み

国見」を記念品として贈りました。記念品を受け取った佐
藤さんは、「前から気になっていた道の駅です。今日、初めて
来て表彰とはびっくりです」と驚いた様子でしたが、「今日は
モモを楽しみに来ましたが、新鮮な野菜や果物、お酒も豊富
なので、また来たいです」と語ってくれました。
　また、49 万 9999 人目の新田さん夫妻（猪苗代市）と 50 万
1 人目の水戸祥子さん（宮城県柴田町）にもそれぞれ記念品が
手渡されました。

　オープン以来、県内外から多くの方に来場いただいている「道の駅国見あつかしの郷」。今後もより多くの
人に愛される道の駅を目指し、着実に歩みを進めます。

オープンから

74 日目

50 万人目となった佐藤さん一家（右側）

ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
を

求
め
る
満
場
の
拍
手
に
、

沢
木
さ
ん
は
『
ス
ー
パ
ー

ス
タ
ー
』
を
披
露
し
て
期

待
に
応
え
、
終
始
、
会
場

を
沸
か
せ
ま
し
た
。

◀
観
客
と
一
緒
に
歌
う
沢
木

さ
ん
（
壇
上
左
）
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国
見
町
交
通
対
策
協
議
会

（
太
田
久
雄
会
長
）
は
、
交
通

安
全
へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
国
見
町
小

学
生
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
が
7
月
7
日
、
国
見
小

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
国
見
小
学
校

の
児
童
を
対
象
に
交
通
安
全

標
語
を
募
集
し
、
応
募
総
数

２
６
１
点
の
中
か
ら
、
26
人
が

入
選
し
ま
し
た
。

　

入
選
し
た
標
語
が
書
か
れ
た

看
板
は
町
内
各
地
に
設
置
さ

れ
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
ま
す
。

【
入
選
者
】　　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
交
通
対
策
協
議
会
長
賞

　

安
齋
綸
之
助
（
一
年
）

　

渡
邊
さ
く
ら
（
二
年
）

　

永
井　

凜
奈
（
三
年
）

　

佐
久
間
健
一
（
四
年
）

　

岩
渕　

心
音
（
五
年
）

　

比
金　

楓
華
（
六
年
）

　
　
　
　
夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

国
見
町
小
学
生
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

◆
教
育
長
賞

　

秦　
　

唯
斗
（
一
年
）

　

佐
藤　

誓
星
（
二
年
）

　

井
砂　

璃
音
（
三
年
）

　

オ
ス
タ
フ
ィ
エ
ブ
拓
海（
四
年
）

　

鈴
木　

緋
那
（
五
年
）

　

菅
野　

結
奈
（
六
年
）

◆
優
秀
賞

　

井
砂　

海
志
（
一
年
）

　

髙
橋
優
依
花
（
二
年
）

　

鑓
水　

理
菜
（
三
年
）

　

髙
橋　

優
杏
（
四
年
）

　

榊　
　

優
来
（
五
年
）

　

佐
藤　

陽
生
（
六
年
）

◆
交
通
安
全
協
会
各
部
会
長
賞

　
藤
田
：
太
田　

裕
菜
（
一
年
）

　

小
坂
：
菊
地　

莉
愛
（
一
年
）

　
森
江
野
：
松
浦　

優
果
（
四
年
）

　
大
木
戸
：
大
沼　
　

翔
（
一
年
）

◆
各
地
区
交
通
安
全
母
の
会
長
賞

　
藤
田
：
石
川　

大
起
（
二
年
）

　

小
坂
：
半
澤　

華
那
（
五
年
）

　
森
江
野
：
吉
田　

来
輝
（
六
年
）

　
大
木
戸
：
齋
藤　

杜
穏
（
一
年
）

交通対策協議会長賞（最優秀賞）を受賞したみなさん

　

宮
城
県
白
石
市
と
国
見
・
桑

折
地
区
合
同
の
「
夏
の
交
通
事

故
防
止
ふ
く
し
ま
・
み
や
ぎ
県

境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
7
月
19

日
、
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の

郷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
太
田
久

雄
国
見
町
長
、
牧
野
善
茂
桑
折

町
副
町
長
、
菊
地
正
昭
白
石
市

副
市
長
を
は
じ
め
、
警
察
関
係

者
、
管
内
の
交
通
安
全
団
体
関

係
者
が
参
加
。
ま
た
、「
く
に

み
も
も
た
ん
」や
桑
折
町
の「
ホ

タ
ピ
ー
」、
白
石
市
の
「
ポ
チ

武
者
こ
じ
ゅ
ー
ろ
う
」
と
甲
冑

工
房
「
片
倉
塾
」
の
み
な
さ
ん

 ふくしま・みやぎ
県境キャンペーン

も
駆
け
つ
け
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

道
の
駅
で
は
初
の
開
催
。
開

催
地
を
代
表
し
て
太
田
町
長

が
「
両
県
の
交
流
の
場
と
な
る

こ
の
道
の
駅
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
う
っ
て
つ
け
の
場
所
。
連
携

し
て
交
通
事
故
の
な
い
安
全
・

安
心
の
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

み
な
さ
ん
に
交
通
事
故
防
止
を

呼
び
か
け
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

桃
ジ
ュ
ー
ス
や
白
石
う
ー
め
ん

を
配
り
な
が
ら
、
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

ドライバーに安全運転を呼びかけ

国道 4 号拡幅事業推進を要望

　国見町交通対策協議会（会長＝太田久雄国見町
長）は 6 月 29 日、福島北警察署と桑折分庁舎を
訪問し、町道 116 号交差点（道の駅北側）への信
号機新設と日渡交差点（道の駅南側）の既設信号
機を矢印式信号機に変更することを要望しました。
　太田町長は佐藤浩三福島北警察署長と成瀬正宏
桑折分庁舎所長に、当該箇所の現状と危険性を説
明して信号機の必要性を訴え、要望書を手渡しま
した。
　国道 4 号拡幅と道の駅建設に伴い改良した町道
116 号は、国道 4 号と交差し、道の駅と藤田商店
街とを結ぶ重要な路線ですが、交差点に信号機が
ないため危険な状況となっています。道の駅オー
プン後は周辺道路の交通量も増加し、通行の安全
を確保するためにも、早期の信号機設置が求めら
れています。
　また、日渡交差点においても、国道 4 号下り線
から道の駅に入場する車が青信号内に右折できず、
右折車線に滞留したり赤信号で右折しようとする
車が見られ、危険な状況であることから、矢印式
信号機への変更を要望しています。

　太田久雄国見町長は 7 月 10 日、財務省、国土
交通省、自民党本部などを訪問し、国道 4 号伊達
拡幅の事業推進などを要望しました。
　伊達拡幅事業は、交通渋滞の緩和や高速道路代
替機能の確保を目的として国道 4 号の 4 車線化を
目指すもので、5 月にオープンした道の駅国見あ
つかしの郷との連携にも欠かせない事業であるこ
とから、道路整備予算の確保と事業推進を要望し、
財務省岡本薫明主計局長、国道交通省大野泰正大
臣政務官、自民党本部細田博之総務会長らに要望
書を手渡しました。

信 号 機 の 早 期 設 置 を 要 望

佐藤福島北警察署長に説明する太田町長細田総務会長（中央）へ要望書を手渡す太田町長、右
は亀岡衆議院議員

災 害 対 策 功 労 者 表 彰 を 受 賞

　国土交通省東北地方整備局による国土交通行政
功労者表彰式が 7 月 19 日、宮城県仙台市戦災復
興記念館で開かれ、国見町が災害対策功労者表彰
を受賞しました。表彰式では、津田修一東北地方
整備局長から太田久雄国見町長に表彰状が贈られ
ました。
　今回の表彰は、今年 1 月の大雪の際に、国見町
が国土交通省と連携して国道 4 号の渋滞対策に貢
献したことが評価されたものです。

交通ルールを守りましょう

　道路を横断する際には

　信号機のある横断歩道を
　渡りましょう。

東北地方整備局長から表彰状を贈呈される太田町長

特に道の駅周辺では交通量が増えています
ので、交通事故から身を守るため、交通ルー
ルをよく守り、国道 4 号を横断する際に
は信号機のある横断歩道を渡りましょう。
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義
経
公
に
西に

し

め銘
駿し

ゅ
ん

さ
ん

  

第
22
回
国
見
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

『
キ
セ
キ
の
一
瞬
！
投
稿
部
門
』

Ⅰ
シ
ー
ズ
ン
受
賞
者
決
定
！

　宮町北町内会では、地域で恒例となっている盆踊りで使用
する長胴太鼓 1 台と締太鼓 2 台、テント 3 張を宝くじ助成の
援助を受けて購入しました。
　町内会長の奥山宏さんは、「子どもたちに太鼓を親しんでも
らい、世代を超えて交流ができる盆踊りをこれからも続けて
いきたい」と感謝を述べました。

宝くじの助成金で
　太鼓とテントを整備

太鼓の練習がんばります！

Kuni's BarをOPEN

8
21

Mon

一夜限りの開店！

　町では、復興・新しいまちづくりの担い手とな
る地元の中学生、高校生、大学生などを対象とし
た “ 新しい ” 交流・学びの場づくりに取り組んで
います。
　その取り組みの一環として進めている「国見カ
スタムラボ」では、大学生たちを中心としたメン
バー自らが国見町でやりたいことを自由に企画・
立案し、それを実現させることで、町の将来を担
う若者の主体性と思考力を育みます。
　今回、その第 1 弾となる企画「Kuni's Bar」を開
催します。学生たちが工夫をこらした国見ならで
はの “Bar（バー）” を道の駅国見あつかしの郷に
一夜限りでオープン。グラスを片手に、若者たち
と国見の未来のこと、語り合ってみませんか？

道の駅国見あつかしの郷

午後 3 時から午後 9 時まで営業

ももたんカフェ内にて開店

クニズ バー

Kuni's Bar オリジナルメニューも考案！

　
〝
復
興
・
絆
〟
く
に
み
の
日

事
業
、
第
22
回
義
経
ま
つ
り
が

9
月
23
日
土
に
開
催
さ
れ
ま

す
。今
年
の
源
義
経
公
役
に
は
、

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ゴ
ー
ス
ト
」

で
主
役
を
務
め
た
人
気
若
手
俳

優
の
西
銘
駿
さ
ん
に
決
定
。
恒

例
の
義
経
公
行
列
は
も
ち
ろ

ん
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

  

第
22
回
義
経
ま
つ
り

　

第
22
回
国
見
町
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
『
キ
セ
キ
の
一
瞬
！
投

稿
部
門
』
Ⅰ
シ
ー
ズ
ン
（
4
月

か
ら
6
月
期
）
の
受
賞
者
（
最

優
秀
賞
1
点
、
優
秀
賞
2
点
）

が
決
定
し
ま
し
た
。

　
『
キ
セ
キ
の
一
瞬
！
投
稿
部

門
』
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

や
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
機
能
を

利
用
し
て
撮
影
し
た
写
真
を
町

公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
投
稿

し
、作
品
の
反
響（「
い
い
ね
！
」

の
数
）
を
参
考
に
、
総
合
的
に

審
査
し
て
入
賞
作
品
を
決
定
し

ま
す
。
入
賞
者
に
は
自
慢
の
ふ

る
さ
と
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

引
き
続
き
、
た
く
さ
ん
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

最優秀賞　佐藤久美子『ピンクのグラデーション』

『道の駅オープンで大停滞』
優秀賞　鈴木洋子

『青空に浮かぶ』
優秀賞　高野歩夢

　「旬な協力隊」は、福島県内の地域おこし協力
隊と白河市のコミュニティ・カフェ EMANON（エ
マノン）が協力し、地域の旬の素材を生かしたメ
ニューを提供することで、各地域の魅力を発信し
ていくプロジェクトです。
　今回は国見町地域おこし協力隊の五十嵐詩菜さ
んとコラボ。国見町の青年農業者がお届けする「国
見の桃」を、1 個丸ごと使った「７種の桃のヨー
グルトフラペチーノ」を開発。果肉入りフローズ
ンヨーグルトの上に桃のコンポートを乗せ、桃の
ジューシーな触感とともに、国見の旬の味を堪能
できるメニューに仕上がりました。
　国見の桃は、10 日前後で次々に “ 旬 ” の品種が
変わります。「週ごとに表情の異なる桃を楽しんで
ほしい」という想いから、7 品種の桃を旬のもの
から順番に提供しています。販売は 8 月下旬頃ま
でを予定。ぜひ、ご賞味ください。

コミュニティ・カフェ
　　　　　EMANON
　白河市本町 9
　☎ 0248-57-4067
　

◆営業時間
　　12:00 ～ 22:00
　◆定休日　水・木

ローソン様

オガタ楽器様

マイタウン白河
山田パン様

ヨークベニマル様

E M A N O N
c a f e

　義経まつり当日に、静御前役をゲームを行って選考す
る「義経公争奪！静かなる戦い。」に参加してみませんか。
町内外の別や年齢は一切問いません。
　詳しくは第 22 回義経まつり実行委員会事務局（国見
町企画情報課内）に問い合わせください。

☎ 585-2217

静御前役を募集しています !
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国見小学校
（6 年生）

八巻　木春

宍戸　乙羽 

佐藤　萌果

志賀　如音

　英語指導助手のモリー・キズナ―先生が、任期を終え 7 月で国見町を離れ
ることになりました。モリー先生は昨年 8 月から 1 年間、国見町の子どもた
ちに英語指導を行ってきました。モリー先生からのメッセージを紹介します。

藤 田 保 育 所

く に み 幼 稚 園

　　　藤田保育所とくにみ幼稚園では 7 月 7 日、

　　　七夕会が行われました。

Helloジェシカ先生よろしくお願いします

国見町のみなさんへ

　福島県が大好きになるきかっけは国見町の教育委員会の人たちと学校の先

生たちの優しさと国見町の桃のおいしさでした。去年の 8 月から国見町や福

島県、日本の全国が本当に大好きになりました。国見町で過ごした 1 年間は

信じられないほどあっという間でした。今、国見町の人たちは家族のように

感じます。

　町の子どもたちが英語に自信を持って取り組んできたこと、一人ひとりの

成長が感じられたことは本当にうれしいことでした。明るくて、優しくて、

素直な子どもです。

　私の夢はアメリカの大学の留学プログラムに関する仕事をすることです。

大学生が海外に留学するのを手伝う仕事をして、私のようにすばらしい経験

をすることができるようにサポートしていきたいです。もしかするとアメリ

カに来る日本人の学生のサポートもできるかもしれません。

　今年の 8 月からアメリカのカリフォルニア州にある大学院で国際教育マネ

ジメントの勉強をしていきます。その学校は北カリフォルニアの海岸沿いに

あるのできれいな海が見れると思いますが、あつかし山や田んぼ、桃などを

見れないのは寂しいです。

　国見町から離れることは寂しいです。しかし、この 1 年間に学んだことを

持ち帰って、日本とアメリカの友好関係をサポートしたいと思います。生徒

たちの笑顔やがんばる姿を思い出し、私も一所懸命勉強したいと思います。

　私は新しい生活にわくわくしています。でも国見のことは忘れません。

　どうもありがとうございました。

　はじめまして。私はニュージーランドのタウランガ市から参りま

した、ジェシカ・ハーヴィと申します。Creative writing（創造的

な文章）や美術が好きです。国見町では日本語の勉強を頑張りたい

と思います。

　国見町の新しい英語指導助手になりましたので、これから私に遠

慮なく声をかけて英語の練習をしてください！英語やニュージーラ

ンドの文化について教えながら、日本の素敵な国見町についてもた

くさん習いたいと思います。国見町のみなさんとお会いするのをと

ても楽しみにしています。どうぞよろしくお願いいたします。

See you againモリー先生ありがとうございました

　新しい英語指導助手としてジェシカ・ハーヴィ先生が着任しまし
た。ジェシカ先生は 8 月から、国見町の子どもたちに英語指導を
行います。ジェシカ先生からのメッセージを紹介します。

●プロフィール　profile
ニュージーランド出身の 32 歳。福島県
国際交流員として 4 年間を福島で過ごし
た経験もあり、日本語が堪能。6 年ぶり
4 度目の来日となる今回は、家族 3 人で
国見町に移り住みます。

Jessica Harvey さん
ジェシカ ハーヴィ
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退任委員に感謝状

国見町では、日本史上欠かすことの出来ない
重要な史跡「阿津賀志山防塁」の保存・整

備を目指した発掘調査事業を平成 20 年度から進
めています。
　第 21 次調査は、6 月 19 日から 8 月 10 日の予
定で、下二重堀地区（西大枝）で初となる発掘調
査を実施しました。
　４本の試掘で、堀と土塁の痕

こんせき

跡を確認し、800
年前の合戦に使われた当時の様子が明らかになり
ました。堀は、幅 4.2 ｍ、現地表面からの深さ 1.8
ｍ。土塁は、幅 7.2 ｍ、堀底からの高さ 3.4 ｍを
誇ります（２号トレンチの成果）。外堀は、堀底に
かけて斜面が急角度になり、這

は

い上がることが難
しい形状であることが分かりました。東北を守る
ための戦いに備え、防衛性を高める工夫がなされ
ています。

町では、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化を
これから百年後に伝えていくため、これらを生かした「歴
史まちづくり」の取り組みを進めています。町や地域が行
うこの取り組みについて、毎月お伝えしていきます。

【歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】
【あつかし歴史館　　　　☎ 585-4520】

Vol.2
　町農業委員会委員辞令交付式が 7 月 20 日、国見町役場で行われ、
太田久雄国見町長より 8 名の農業委員に辞令が交付されました。前
任までの農業委員は選挙及び推薦制で選出されていましたが、農業
委員会等に関する法律の改正により、今回から推薦・公募を実施し
たうえで農業委員候補者を選考し、議会の同意を得て、町長が任命
する制度に変更されました。
　辞令交付後、農業委員会臨時総会が開催され、会長に朽木勝之委
員（再任）、会長職務代理者に渋谷福重委員（新任）が選出されました。
　農業委員会は、農地法に基づく売買・貸借の許可、農地転用案件
への意見具申、担い手への農地利用の集積・集約化の促進、遊休農
地の調査・指導など農地等の利用の最適化の推進を図ることを目的
とする行政委員会です。委員は特別職の地方公務員となります。
　今回の改選では、法改正により、委員の過半数が認定農業者であ
ることと、農業委員会事務に利害関係を有しない中立委員が選任さ
れています。委員の任期は平成 29 年 7 月 20 日から平成 32 年 7 月
19 日までの 3 年間です。
　また、法改正により「農地利用最適化推進委員」が新設されまし
た。担当地区をもち、農業委員と連携して農地利用の最適化の推進

（担い手への農地利用の集積・集約化の促進、遊休農地の発生防止・
解消、新規参入の促進）の現場活動を行います。
　町では農業委員同様に、推薦・公募を行い、農業委員会における
選定を経て、7 月 20 日に 11 名が農業委員会から委嘱されました。
任期は農業委員と同様の 3 年間です。

　7 月 19 日に任期満了により退任する農業委員 11 名のこれまでの
功績を讃え、7 月 13 日、国見町役場で太田久雄国見町長から退任
委員のみなさんに感謝状が贈呈されました。

農業委員会新体制スタート

退任委員 （敬称略）
斎藤　一郎 （ 森 山 ） 2 期 菊地　信七 （ 塚 野 目 ） 1 期
玉手　忠七 （ 西 大 枝 ） 4 期 黒田　　武 （ 泉 田 ） 4 期
菊地　顯一 （ 石 母 田 ） 4 期 志村　孝明 （ 高 城 ） 2 期
村上　義敬 （ 徳 江 ） 2 期 秦　二三男 （ 藤 田 ） 2 期
松浦　万助 （ 大 木 戸 ） 4 期 佐久間利信 （ 藤 田 ） 3 期
仲野　博行 （ 泉 田 ） 2 期

農業委員 （敬称略）
朽木　勝之 （ 小 坂 ） 10 期目
渋谷　福重 （ 光 明 寺 ） 6 期目
八島　富一 （ 山 崎 ） 4 期目
佐藤　浩信 （ 徳 江 ） 3 期目
鈴木　惠子 （ 川 内 ） 2 期目
佐久間久子 （ 森 山 ） 2 期目
斎藤　紀次 （ 山 崎 ） 1 期目
佐藤　　武 （ 石 母 田 ） 1 期目

　町の鳥獣被害防止対策の在り方等を検討する場として設置した国見
町鳥獣被害対策連絡協議会が 7 月 3 日、国見町役場で開催されました。
　会議では鳥獣被害の現状と課題や効果的な被害防止対策などについ
て協議し、委員からは町鳥獣被害対策実施隊員の育成についても意見
が出されました。町は今回の協議内容を今後の対策に生かし、鳥獣被
害防止の取り組みを推進していきます。

推進委員と担当地区 （敬称略）
秦　　正德 藤田・山崎
齋藤　光弘 石母田
赤坂　　齋 鳥取・内谷
黒田　　武 小坂・泉田
佐藤　正春 森山
八巻　信詞

徳江・塚野目
菊地　信七
吉田　和男 貝田・光明寺
髙橋　一博 高城
阿部　　亨 大木戸
井砂　秀明 西大枝・川内

～農業委員の改選・農地利用最適化推進委員の新設～

会長に朽木勝之委員

鳥獣被害対策連絡協議会を開催

太田町長から辞令交付を受ける朽木委員

太田町長から感謝状が贈られたみなさん

近年はイノシシによる被害も多発

阿津賀志山防塁は、文治 5 年（1189 年）の源
頼朝率いる鎌倉軍による奥州侵攻を防ぐため、奥
州藤原氏により東北の総力をあげて築かれた 3.2
㎞の長大な要塞施設です。６ヵ月以上の時間をか
け、のべ 25 万人が動員されて造られたと推定され、
まさに東北の守りの要

かなめ

でした。両軍数万もの軍勢
が対峙し、国見町は文治 5 年、奥州合戦における
最大の合戦が行われた場所となりました。

奥州藤原氏滅亡と鎌倉幕府成立への大きな歴史
的な転換点となった戦いが国見での戦いです。
　隣接する中尊寺蓮池とともに今後、史跡公園と
しての整備を進めます。

内土塁
中土塁

外土塁
外堀 内堀

阿津賀志山防塁の断面イメージ図

解 説

◀
試
掘
さ
れ
た
外
堀
と
土
塁

　　　  石のまち国見  Presents
　　　石

ロ ッ ク

工フェス in 石蔵 2017 開催決定！

▼石工体験に夢中の子どもたち
◀国見石の石窯で作るピザの味は格別！

昨年の
石
ロ ッ ク

工フェスの様子

◇日時　　　　　　　　
◇会場　JA ふくしま未来　小坂支店
　　　　国登録有形文化財
　　　　「旧小坂村産業組合石蔵」
◇内容　講演会、かまど DE ご飯・石窯ピザ・石
　　　　ワークショップ・石工体験
◇協力　郡山女子大学
　　　　JA ふくしま未来　ほか

昨年、好評いただいた石
ロ ッ ク

工フェス！今年も開
催が決定しました。地域に眠る国見石の魅

力を学ぶだけでなく、体験・体感のワークショッ
プを予定しています。ぜひ来場ください。

800 年前の合戦がよみがえる
阿津賀志山防塁第 21 次発掘調査結果

9 月 9 日土  午前 10 時から午後 3 時
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親子でクラシックの美しい音色を楽しみました

啓発活動に参加する生徒会役員のみなさん

犯罪や非行のない社会を
　「社会を明るくする運動」街頭啓発
　犯罪のない社会を目指す「社会を明るくする運動」の街頭
啓発が 7 月 11 日と 14 日、町内各地で行われ、佐藤弘利副町
長や保護司、更生保護女性会員ら町推進委員が参加しました。
　県北中学校で行われた啓発活動には生徒会役員のみなさん
も参加し、登校する生徒にパンフレットなどを配りながら、地
域と学校が一体となって犯罪や非行の防止を呼びかけました。

親子で楽しむクラシックコンサート
　くにみキッズフェスティバル
　くにみキッズフェスティバル「音楽のおくりもの」が 7 月
2 日、観月台文化センターで開かれ、多くの親子連れがアンサ
ンブル・ディヴェルターズによるクラシックコンサートを楽
しみました。
　来場者からは「小さい子どもと一緒に聴けるクラシックは
珍しく、楽しめました」との声が多く聞かれ、大好評でした。

くにみももたんも呼びかけに協力しました

税金は期限内に納めましょう
　道の駅で納税の大切さをＰＲ
　納税に対する理解を深めてもらおうと町は 6 月 29 日、道の
駅国見あつかしの郷で納税啓発活動を行いました。
　啓発活動には太田久雄国見町長や町税務課職員のほか、「く
にみももたん」も参加し、道の駅の利用者にポケットティッ
シュを配りながら税金の期限内納付を呼びかけ、納税の大切
さを PR しました。

大勢の人が集まった佐藤良子さんの講演会

健康について考えよう
　介護予防フェスタ “ くにみ元気まつり ”
　平成 29 年度介護予防フェスタ「くにみ元気まつり」が 7 月
1 日、観月台文化センターで開催されました。
　健康講演会では、川柳三日坊主吟社主宰の佐藤良子さんが

「転んでも平気八起のすべがある」と題して講演し、軽快なトー
クで会場を盛り上げました。また、健康測定や医療相談コーナー
なども設けられ、参加者は健康について理解を深めました。

　平成 29 年（平成 28 年度実績分）個人県民税収納率優
良市町村への知事感謝状贈呈式が 7 月 26 日、国見町役場
で行われ、小川武福島県県北地方振興局長から太田久雄国
見町長へ感謝状が手渡されました。
　平成 28 年度の収納率は 98.52% で、町に感謝状が贈ら
れるのは今回で 11 年連続となります。

個人県民税収納が優良として
　町へ知事感謝状

小川振興局長から感謝状を受ける太田町長

　商工会親善球技大会県北地区大会で優勝した国見町商工
会青年部が 7 月 21 日、国見町役場を訪れ、太田久雄国見
町長に優勝報告しました。
　大会は 7 月 13 日に月舘運動場で開催され、9 チームが
ソフトボール競技で熱い戦いを繰り広げました。国見町商
工会青年部は持前の団結力で見事 4 連覇を達成しました。

国見町商工会青年部が 4 連覇！
　商工会親善球技大会県北地区大会

“ モモのかき氷 ” を楽しむ親子

太田町長に優勝報告する青年部のみなさん

思いやりの心とともに
　“ 人権の花 ” を町に贈呈
　国見小学校の園芸委員の児童 16 人が 7 月 13 日、国見町役
場を訪れ、人権の花運動で育てた花を町に贈呈しました。
　贈呈式では、児童を代表して吉田英生さん（6 年）が「毎日
水やりをして大切に育てました」とあいさつし、藤原華凛さ
ん（6 年）から太田久雄国見町長に花が手渡されました。贈ら
れた花は国見町役場に飾られ、来庁者の心を癒しています。

くにみのモモでオリジナルかき氷作り
　仙台圏家族向け国見町モニターツアー
　国見町の魅力を知ってもらおうと、仙台圏のファミリー層
を対象とした国見町モニターツアーが 7 月 23 日、町内で開催
され、9 組の家族、計 30 人が参加しました。
　参加者は渋谷フルーツガーデンでのモモ狩りを体験した後、
収穫したモモを煮詰めてシロップを作り、お手製 “ モモのかき
氷 ” を堪能。親子で国見の旬を満喫するツアーとなりました。

　国見町青少年育成町民会議（太田久雄会長）は 7 月 12 日と
7 月 21 日、県大会や全国大会に出場する児童生徒のみなさん
に奨励金を交付しました。

【第 60 回福島県中学校体育大会出場】男子バレーボール部代表・
工藤彰吾（中 3）他、ソフトテニス女子団体代表・岩城綾音（中
3）他、女子個人・岩城綾音（中 3）、菊地順子（中 3）、菊地里
奈（中 2）、菊地莉世（中 2）

【第 70 回福島県総合体育大会スポーツ少年団の部】ソフトテ
ニス男子個人・栗原成希（小 6）、佐久間柊友（小 6）、鈴木拓
磨（小 6）、菊地璃叶（小 6）、佐藤遥哉（小 6）、齋藤蓮斗（小 5）、
岩城龍音（小 5）、剣道団体・国見町剣道スポーツ少年団

【第 52 回全国道場少年剣道大会出場】佑武館、国見町剣道スポー
ツ少年団

【平成 29 年度全国高等学校総合体育大会出場】卓球男子個人・
小池龍成（高 2）

国見町青少年育成町民会議
　奨励金交付

みんなで大切に育てました
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☑ 小まめな水分補給　～喉が渇く前に水分補給を～
　体温調節のため、小まめに水分を補給しましょう。活動していなときでも知らないうちに少しずつ汗を
かいていますので、喉の渇きを感じなくても水分をとりましょう。また、暑い場所に出る前や就寝の前、
入浴の前後などにも必ず水分を取りましょう。

☑ 室内環境に気を配る　～扇風機やエアコンを使った温度調節を～
　気温や湿度の高い日は、適度に扇風機やエアコンを使用するようにしましょう。

☑ 服装を工夫する　～体の熱を発散しやすい服装を～
　通気性の良い、汗をよく吸って乾きやすい素材や襟元の開いた服装を選び、薄着を心掛けましょう。
　外出するときは、日傘を差したり、帽子をかぶったりしましょう。なるべく日陰を歩き、小まめに休憩
を取るようにしましょう。

☑ 体調管理を万全に　～十分な睡眠と規則正しい生活を～
　睡眠不足や疲労がたまると、脱水状態になりやすくなります。日頃から十分な睡眠を取り、規則正しい
生活と栄養バランスの取れた食事を心掛けましょう。

年長組
テーマ

「おやつについて
考えよう」

　町では、食生活改善推進員の皆さんと栄養士が出向いて、くにみ幼稚園の子どもたちを対象に食育教室
を開催しています。7 月は 2 回開催しました。

　

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 29 年   6 月生まれ）
・9 か月児（平成 28 年 12 月生まれ）

10 月 26 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

10 月 18 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話で申し込みください。

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

  健康コラム　～熱中症を予防しましょう～

血献 の 知 らお せ
　9 月 23 日土は国見町の献血の日です。
　多くの方のご協力をお願いします。

場　　所 受　付　時　間

 観月台文化センター駐車場
 （義経まつりのイベント広場内で実施します）

午前 10 時から午後 4 時
（午後 1 時から午後 2 時は休憩時間）

実施日  9 月 23 日土

食育 シリーズ

おやつの食べすぎには注意してね こんなにお砂糖が入ってるの？

健口キッズ

菅
す が の

野夢
ゆ め か

香ちゃん 曵
ひ き ち

地柊
しゅうま

磨ちゃん 二
に か い ど う

階堂瑠
る い

依ちゃん

加
か と う

藤誠
せ い た

大ちゃん 比
ひ き ん

金日
ひゅうが

向ちゃん 齋
さいとう

藤友
ゆ う あ

愛ちゃん 田
た む ら

村悠
は る

琉ちゃん

6 月 22 日に実施した
3 歳 6 か月健診で、
むし歯が 1 本もなかった
お子さんたちです。
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「
心
」
の
こ
と
、
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　

9
月
10
日
日
午
後
2

時
30
分
か
ら
午
後
4
時
30
分
ま

で
（
午
後
2
時
開
場
）

▼
場
所　

国
見
町
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー　

大
研
修
室

▼
講
師　

内
海
メ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク　

内
海
晴
美
先
生

▼
演
題　
「
心
の
病
気
を
理
解

し
よ
う
」

▼
対
象　

町
内
在
住
、
在
勤
の

人▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　

50
人
程
度

▼
申
込
方
法　

電
話
か
保
健
福

祉
課
窓
口
に
て
申
込
み
く
だ
さ

い
。
当
日
、
会
場
で
も
申
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係　

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

全
国
戦
没
者
追
悼
式
開

催
に
か
か
る
黙も

く
と
う祷

お
よ

び
半
旗
の
掲
揚

　

8
月
15
日
は
「
戦
没
者
を
追

悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
と

「
町
長
と
対
話
の
日
」

を
開
催

　

太
田
久
雄
町
長
が
政
策
や
町

政
運
営
に
つ
い
て
広
く
町
民
の

み
な
さ
ん
に
説
明
し
、
関
係
団

体
役
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
町
に

対
す
る
意
見
・
要
望
・
提
言
な

ど
を
直
接
お
聞
き
す
る
「
町
長

と
対
話
の
日
」
事
業
を
開
催
し

ま
す
。

　

当
日
は
、
平
成
28
年
度
の
町

の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
ス
ラ

イ
ド
の
上
映
を
し
た
後
、
太
田

町
長
が
こ
れ
か
ら
の
国
見
町
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
に
国
見
町

の
取
り
組
み
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
の
で
、
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

8
月
26
日
土
午
後
1

時
30
分
（
1
時
間
程
度
）

▼
会
場　

国
見
町
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

問
町
民
相
談
室

☎
５
８
５
‐
２
１
６
０

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

現
況
届
提
出
時
期

　

8
月
は
児
童
扶
養
手
当
現
況

届
お
よ
び
特
別
児
童
扶
養
手
当

所
得
状
況
届
の
提
出
時
期
で

す
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
等
家
庭

医
療
費
受
給
者
証
更
新
の
時
期

で
す
。

　

受
給
者
（
対
象
者
）
に
は
通

知
し
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
等

に
よ
り
父
ま
た
は
母
親
が
い
な

い
児
童
（
18
歳
未
満
）
を
扶
養

し
て
い
る
母
ま
た
は
父
親
な
ど

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身

体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
を
持

つ
児
童
（
20
歳
未
満
）
を
監
護

し
て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給
さ

農業委員会からの
お知らせ

　8 月の農業委員会定例総会は次のと
おりです。傍聴においでください。

　◆日　時　8 月 10 日木　
　　　　　　午後 1 時 30 分から
　◆場　所　国見町役場
　　　　　　2 階　大会議室

　
　◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　　☎ 585-2890

れ
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
等
家
庭
医
療
費

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
（
親
と

18
歳
未
満
の
児
童
が
対
象
）
の

生
活
の
安
定
と
自
立
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
保
険

診
療
の
自
己
負
担
分
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
社
会

福
祉
係
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

「
心
」の
こ
と
少
し
だ
け

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

心
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

　

9
月
10
日
は
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
で
す
。
そ
れ
に
ち
な
み
国

で
は
9
月
10
日
か
ら
の
1
週
間

を
自
殺
予
防
週
間
と
し
て
い
ま

す
。
町
で
は
こ
の
期
間
に
あ
わ

せ
、
心
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
現
代
病
と
言
わ

れ
て
い
る
う
つ
病
の
こ
と
、
ど

れ
だ
け
知
っ
て
い
ま
す
か
？
病

気
の
こ
と
、
予
防
の
こ
と
、
支

え
て
く
れ
る
場
所
・
人
の
こ
と

…
そ
し
て
自
分
の
こ
と
。

　

少
し
だ
け
立
ち
止
ま
っ
て

くらしの情報

し
て
、
日
本
武
道
館
で
政
府
主

催
の
も
と
全
国
戦
没
者
追
悼
式

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

国
見
町
に
お
い
て
も
、
先
の

大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を

追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
黙
祷
お
よ
び

半
旗
の
掲
揚
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
趣
旨
を
ご
理
解

の
上
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
式
典
当
日
（
8
月
15
日
）
の

正
午
、各
家
庭
や
職
場
な
ど
で
、

1
分
間
の
黙
祷
を
さ
さ
げ
て
く

だ
さ
い
。

・
式
典
当
日
、
各
職
場
な
ど
に

お
い
て
半
旗
を
掲
揚
し
て
く
だ

さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

住
宅
の
耐
震
診
断
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
木
造
住
宅
耐
震
診
断

者
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
建
築
士
が
耐
震
診
断
を
行

い
、
耐
震
改
修
計
画
を
策
定
し

ま
す
。
併
せ
て
、
耐
震
改
修
に

か
か
る
概
算
費
用
を
算
出
し
ま

す
。

▼
対
象　

①
所
有
者
が
自
ら
居

お
知
ら
せ

住
す
る
住
宅
②
昭
和
56
年
5
月

31
日
以
前
に
工
事
に
着
手
し
た

戸
建
て
住
宅
※
そ
の
他
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
建
設
課
へ
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

12
月
28
日
木
ま

で※
木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
よ
り

耐
震
改
修
計
画
を
策
定
し
た
人

に
木
造
住
宅
耐
震
改
修
に
関
す

る
費
用
の
支
援
措
置
が
あ
り
ま

す
。

▼
支
援
内
容　

①
全
面
改
修
は

最
大
１
０
０
万
円
の
助
成
②
簡

易
改
修
・
部
分
改
修
は
最
大

60
万
円
の
助
成
。
な
お
、
工
事

費
用
の
2
分
の
1
が
上
限
額
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
建
設
課

へ
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

12
月
28
日
木
ま

で問
建
設
課
管
理
係

☎
５
８
５
‐
２
９
７
２

水
道
管
の
水
漏
れ
発
見

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
毎
年
専
門
業
者
に

委
託
し
て
漏
水
調
査
を
実
施

し
、
漏
水
の
発
見
・
調
査
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
貴

重
な
水
を
無
駄
に
し
な
い
た
め

に
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。

　

も
し
、
道
路
上
な
ど
で
原
因

不
明
の
水
が
流
れ
て
い
る
な
ど

漏
水
の
疑
い
の
あ
る
場
所
を
発

見
し
た
ら
、
上
下
水
道
課
へ
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
水
道
係

☎
５
８
５
‐
２
９
９
７

☎
０
９
０
‐
２
７
９
６
‐

５
３
０
０
（
夜
間
休
日
）

宅
地
内
漏
水
に
よ
る
水

道
使
用
料
金
の
軽
減

　

道
路
下
の
配
水
管
か
ら
各
家

庭
に
つ
な
が
っ
て
い
る
宅
地
内

の
給
水
装
置
（
給
水
管
、
止
水

栓
、
蛇
口
な
ど
）
は
個
人
財
産

で
す
の
で
、
使
用
者
ま
た
は
所

有
者
が
維
持
管
理
を
行
う
こ
と

が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

宅
地
内
で
漏
水
の
疑
い
が
あ

る
場
合
、
ま
た
水
道
使
用
量
が

前
回
と
比
較
し
て
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
場
合
は
、
漏
水
の
確

認
お
よ
び
修
理
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
確
認
お
よ
び
修
理
の
方
法

①
水
道
を
使
用
し
な
い
状
態

で
、
メ
ー
タ
ー
が
回
っ
て
い
る

か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
水
道
メ
ー
タ
ー
の
指
針
の

下
に
、パ
イ
ロ
ッ
ト（
シ
ル
バ
ー

色
の
丸
い
も
の
）
が
あ
り
ま
す

が
、
す
べ
て
の
蛇
口
を
閉
め
た

状
態
で
そ
れ
が
動
い
て
い
れ
ば

漏
水
と
思
わ
れ
ま
す
。
②
漏
水

の
場
合
は
、
至
急
町
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
水
道
使
用
料
の
軽
減　

漏
水

の
状
況
に
よ
り
、修
繕
完
了
後
、

水
道
使
用
料
が
軽
減
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
に
つ
い

て
は
、
お
早
め
に
上
下
水
道
課

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
課
水
道
係

☎
５
８
５
‐
２
９
９
７

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し

ん
相
談
」
強
化
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
9

月
4
日
月
か
ら
10
日
日
ま
で
の

7
日
間
、全
国
一
斉
「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相

談
」
強
化
週
間
と
し
て
、
身
体

的
、
心
理
的
虐
待
や
差
別
、
い

や
が
ら
せ
な
ど
高
齢
者
・
障
害

者
の
抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い

て
、電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び

法
務
局
職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以

外
の
日(

土
・
日
・
祝
日
を
除

く
。)
に
お
い
て
も
、
午
前
8

時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま

で
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

9
月
4
日
月
か
ら
10

日
日
ま
で
の
7
日
間

▼
時
間　

午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
7
時
ま
で
（
土
・
日
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐

１
１
０

問
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課☎
５
３
４
‐
１
９
４
４

→パイロット
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くらしの情報

「心配ごと相談」
  　 開催日　  9 月 14 日木、28 日木

   　時　間 　 午前 9 時から正午

   　場　所 　 観月台文化センター第 2 和室

   　相談員  　民生児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　9 月 19 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4 時

        場　所　役場庁舎　委員会室

        相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

9 月の
相談会

　　
　　人口　　  9,417 人　（△ 11）
　　  男　　    4,510 人　（△ 4）
     　 女　　    4,907 人　（△ 7）　
　    世帯　  　3,411 世帯（△ 4）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 29 年 6 月 30 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　8 月 10 日、17 日、24 日、31 日
　　　　　　　　　9 月 7 日、14 日、21 日、28 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ

戸 籍 の 窓 口
6 月 21 日～ 7 月 20 日受付分

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

●誕 生 お め で と う ●　

安立　媛
ひ な の

夏乃ちゃん
俵太さん　麻里花さん（ 前 田 ）

くらしの情報

●結 婚 お め で と う ●　

個
人
事
業
税
の
納
付
を

忘
れ
ず
に

　

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事

務
所
・
事
業
所
を
設
け
、
物
品

販
売
業
や
不
動
産
貸
付
業
な

ど
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る

事
業
を
行
う
個
人
に
納
め
て
い

た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。

　

課
税
対
象
と
な
る
人
に
は
、

県
北
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら

8
月
10
日
頃
に
納
税
通
知
書
を

お
送
り
し
、
納
期
限
は
第
1
期

分
が
8
月
31
日
ま
で
、
第
2
期

分
は
11
月
30
日
ま
で
2
回
に
分

け
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
納
期
内

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
税
額
が
1
万
円
以

下
の
場
合
は
、
8
月
31
日
ま
で

に
一
括
し
て
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県

税
部
課
税
第
一
課

☎
５
２
１
‐
２
６
９
２

お
勧
め
し
ま
す
。
口
座

振
替
制
度

　

個
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
、

金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

口
座
振
替
の
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
用
紙
は
、
納
税
通
知
書

に
同
封
し
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、

県
北
地
方
振
興
局
県
税
部
窓
口

に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

問
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県

税
部
納
税
課

☎
５
２
１
‐
２
６
８
２

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建

退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設

現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
が
労

働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て

掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済

手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め

た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業

界
全
体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設

業
を
営
む
人

▼
対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設

業
の
現
場
で
働
く
人

▼
掛
金　

日
額
３
１
０
円

▼
制
度
の
特
徴　

①
国
の
制
度

な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
込
み

手
続
は
簡
単
で
す
②
経
営
事
項

審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な

り
ま
す
③
掛
金
の
一
部
を
国
が

助
成
し
ま
す
④
掛
金
は
事
業
主

負
担
で
す
が
、
法
人
は
損
金
、

個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱

わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と

な
り
ま
す
⑤
事
業
主
が
変
わ
っ

て
も
退
職
金
は
企
業
間
を
通
算

し
て
計
算
さ
れ
ま
す

▼
建
退
共
制
度
の
特
例
措
置　

建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
み

な
さ
ん
に
対
し
、
各
種
手
続
き

の
特
例
措
置
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

【
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
み
な

さ
ん
へ
の
お
願
い
】

①
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就

労
日
数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付

し
て
く
だ
さ
い
②
「
建
設
業
退

職
金
共
済
手
帳
」
を
所
持
し
て

い
る
労
働
者
が
、
建
設
業
界
を

引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に

退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導

し
て
く
だ
さ
い

　

建
退
共
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
制
度
説
明
用
動
画
、
Ｑ
＆

Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の
知
り
た

い
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス
し
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
退
共
福
島
支
部

☎
５
２
３
‐
１
６
１
８

「
会
津
大
学
女
性
プ
ロ

グ
ラ
マ
育
成
塾
」
受
講

者
募
集

　

会
津
大
学
で
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術

や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
キ
ル
を

習
得
し
、
県
内
企
業
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
女
性
を
応
援
し
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ｅ

―
ラ
ー
ニ
ン
グ
方
式
が
中
心

で
、
約
12
か
月
の
講
座
を
修
了

す
る
と
、
企
業
で
の
職
場
体
験

や
面
接
機
会
も
設
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
気
軽
に

電
話
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
募
集
期
限　

8
月
31
日
木
ま

で▼
受
講
料　

4
万
円

問
会
津
大
学
復
興
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
４
２
‐
３
７
‐

２
７
６
８
（
平
日
午
前
9
時
か

ら
午
後
5
時
ま
で
）

大竹　紘
ひ ろ き

貴ちゃん
由樹さん　美佳さん （藤田宮前）

大河内　達さん
佐野　美咲さん （ 宮 東 ）

遠藤　正浩さん
室井　美貴さん （ 光 明 寺 ）

早
川
博
明
氏
講
演
会

「
斎
藤
清
と
西
洋
の
名

画
」

　

小
坂
ま
ち
づ
く
り
の
会
で

は
、
今
年
、
生
誕
１
１
０
年
・

没
後
20
年
の
「
斎
藤
清
」
の
魅

力
と
西
洋
の
名
画
に
つ
い
て
、

福
島
県
立
美
術
館
長
の
早
川
博

明
氏
を
講
師
に
招
き
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

8
月
27
日
日
【
そ
ば

販
売
】
午
前
11
時
か
ら
午
後
1

時
【
講
演
会
】
午
後
1
時
か
ら

午
後
2
時
30
分

▼
場
所　

小
坂
農
村
総
合
管
理

セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

一
人
１
０
０
０
円

１
０
０
名
限
定
（
講
演
料
、
小

德江　杏
あ ん な

南ちゃん
真彦さん　こずえさん（ 宮 東 ）

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

安積　清美さん 75 （ 宮 町 北 ）

八島　トミさん 84 （ 鶉 町 ）

髙橋ヒロ子さん 77 （ 滝 山 ）

佐野　武光さん 79 （ 第 8 ）

佐久間英子さん 83 （ 錦 町 ）

松野　トリさん 101（国見の里）

佐藤シヅエさん 100（ 原 町 ）

坂
の
そ
ば
、
稲
荷
寿
司
）

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
申
込
み

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
、
氏
名
・
電

話
番
号
・
チ
ケ
ッ
ト
枚
数
を
明

記
の
う
え
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

8
月
19
日
土

問
小
坂
ま
ち
づ
く
り
の
会

高
原

☎
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
５
８
５
‐

３
１
９
７

貝
田
宿
・
夏
ま
つ
り

　

今
年
も
貝
田
宿
で
夏
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

8
月
14
日
月
午
後
6

時
（
雨
天
時
は
翌
日
に
延
期
）

▼
会
場　

大
沼
公
園

問
貝
田
宿
・
夏
ま
つ
り
実
行
委

員
会

☎
５
８
５
‐
２
９
４
４

9 月10 日日は各地区防災訓練です

　災害発生時の落ち着いた行動が、被害を小さくする
ことにつながります。自分自身、大切な家族の命を災
害から救うのは、一人一人の日頃からの備えです。一
人でも多くのみなさんの参加にご協力ください。

◆問い合わせ　住民生活課住民防災係　☎ 585-2116
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行事のお知らせ

三
学
級
合
同
学
習
会
を
開
催

  

阿
津
賀
志
学
級
・
成
人
学
級
・
女
性
教
室

8 月 9 日 水 子ども司書講座③

10 日 木 国見ジュニア応援団

12 日 土 古典文学講座②

16 日 水 国見ジュニア応援団（～ 17 日）

18 日 金 少年仲間づくり教室⑤

21 日 月 子ども司書講座④

23 日 水 くにみ女性教室

24 日 木 ブックスタート

31 日 木 阿津賀志学級

9 月 2 日 土 子ども太々神楽教室①

3 日 日 伊達地方スポーツ大会

4 日 月 休館日

6 日 水 くにみ女性教室

7 日 木 成人学級

9 日 土 子ども太々神楽教室②

子ども和楽器体験教室①

市町村対抗野球大会開会式

みみずく　おはなし会

「
町
長
講
話
」

　

阿
津
賀
志
学
級
・
成
人
学
級
・

女
性
教
室
合
同
の
三
学
級
学
習

会
「
町
長
講
話
」
が
7
月
6
日
、

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
太
田

久
雄
町
長
が
「
道
の
駅
を
核
と

し
て
～
こ
れ
か
ら
の
国
見
町
」

と
題
し
て
講
話
を
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
ず
っ
と
好
き
で

す
国
見
町
。」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上

映
さ
れ
ま
し
た
。
町
の
風
景
、

産
業
、
文
化
な
ど
の
紹
介
が
あ

り
、
新
た
な
目
で
国
見
に
つ
い

て
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

講
話
で
は
再
生
・
ま
ち
づ
く

り
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
5
月
3

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
道
の
駅

国
見
あ
つ
か
し
の
郷
」
に
つ
い

て
、
今
後
の
活
用
と
展
望
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
太
田
町
長
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
今
後
の
課
題
と
し

て
、『
交
流
・
連
携
』
の
重
要

性
を
強
調
し
、
こ
れ
ら
の
計
画

を
進
め
る
上
で
、
み
ん
な
が
協

力
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

熱
く
語
り
ま
し
た
。 

　

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
が
7
月
16

日
、
福
島
県
森
の
案
内
人
の
菅

野
一
さ
ん
、
小
関
均
さ
ん
を
講

師
に
、
福
島
市
の
高
山
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
鳥
子
平
登
山
口
を

出
発
し
、
講
師
の
丁
寧
な
ガ
イ

ド
と
と
も
に
、
高
山
の
原
生
林

や
マ
イ
ツ
ル
ソ
ウ
な
ど
の
植
物

観
察
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

頂
上
で
は
惜
し
く
も
曇
り
に

よ
り
一
望
と
は
い
き
ま
せ
ん
で

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
  

原
生
林
を
一
望
で
き
る
高
山

　

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場
で

は
7
月
21
日
、
野
外
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
ら
ら
ち
ゃ
ん
ラ
ン

ド
セ
ル
工
場
見
学
と
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
作
り
を
体
験
。
自
分
で
選

ん
だ
ラ
ン
ド
セ
ル
の
皮
で
世
界

で
一
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
を
完
成
さ
せ
る
と
、

と
て
も
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

午
後
は
ホ
テ
ル
リ
ス
テ
ル
猪

苗
代
で
屋
内
プ
ー
ル
遊
び
に
熱

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場

  

夏
の
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り

中
。
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ー
ル
に
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ー
ル
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
普
段
で
き
な

い
経
験
を
し
て
、
夏
の
楽
し
い

思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。

し
た
が
、
高
山
の
自
然
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大橋純子ピアノコンサート
観月台のベーゼンドルファーと共にお送りします

◆日　時　10 月 7 日土　午後 7 時
　　　　　（開場：午後 6 時 30 分）
◆場　所　観月台文化センター
　　　　　ホール
◆入場料　3,500 円

【問い合わせ】観月台文化センター
　　　　　  　☎ 585-2676

中 畑 清 講 演 会 i n 国 見
野球日本代表ヘッドコーチ、監督代行
2004 年アテネオリンピック

◆日　時　9 月 20 日水　午後 6 時 30 分
　　　　　（開場：午後 6 時）
◆場　所　観月台文化センター
　　　　　ホール
◆入場料　無料（全席自由）
　　　　　※入場整理券が必要
　　　　　　です。

【問い合わせ・整理券配布場所】
　観月台文化センター　☎ 585-2676

吉田兄弟コンサート 2017
宝くじ文化公演

津軽三味線に尺八と太鼓の演奏を加え、最高のス
テージをお届けします。
◆日　時　11 月 12 日日　午後 6 時
　　　　　（開場：午後 5 時 30 分）
◆場　所　観月台文化センター
　　　　　ホール
◆入場料　前売 2,000 円
　　　　　当日 2,500 円
　　　　　（全席指定・税込）

　※入場料金は、宝くじの助成により
　　特別料金になっています。

◆チケット　9 月 16 日土午前 9 時から
　　　　　　観月台文化センターで販売開始！

【問い合わせ】　観月台文化センター　☎ 585-2676

ホ ー ル 情 報

「
Ａ
Ｌ
Ｔ
講
話
」

　

三
学
級
合
同
学
習
会
の
「
Ａ

Ｌ
Ｔ
講
話
」
が
６
月
29
日
、
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

の
モ
リ
ー
・
キ
ズ
ナ
ー
先
生
が

「
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
文
化
の

良
い
と
こ
ろ
」
と
題
し
て
講
話

を
し
ま
し
た
。

　

講
話
で
は
、
モ
リ
ー
先
生
が

母
国
ア
メ
リ
カ
の
誇
り
や
大
事

に
し
て
い
る
こ
と
、
日
本
の
自

然
の
美
し
さ
や
伝
統
を
大
切
に

す
る
文
化
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
と

日
本
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
良
い
と

こ
ろ
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
講
話
を
通
じ
て
、

こ
れ
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
日

本
の
良
さ
を
再
発
見
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

両国の文化について話をするモリー先生

これからの国見町について語る太田町長

ハイキングに参加したみなさん

泡のプールを楽しむ子どもたち

たくさんの楽しい思い出ができました
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〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
TEL 024－585－2111　FAX 024－585－2181　E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/

　国見町の夏の風物詩といえば
モモ。この時期になると国見の食
卓には「おすそわけ」いただい
たモモが並びます。子どもの頃、
そんな光景も当たり前のようにひ
たすらおいしく食べていたモモで
すが、取材を通して農家さんの
想いやお客さんの声をうかがうと、
このモモには国見の魅力がたくさ
ん詰まっていることを実感します。
だからおいしいんですね。 （Y.T）

あ と が き

カレンダー
くにみ8月

ラヂオ課 広報の鈴木美貴子です。実は好評！？なCM
制作の裏側をこっそりご紹介します。番組では毎週ち
がったメッセージテーマを設けています。ラヂオ課で、
このテーマをお知らせするCMを製作しているんです。テー
マに合わせたCMなので、どんな内容にするのか、毎週、
課長と「う、うーん...」と唸りながら考えています。な
ぜなら、「おもしろいCMにする！」という使命が私た

ちにはあるからなんです（笑）。近頃は、私がやってみ
たいことをボヤっとイメージして、それを課長が形にす
る...こんな感じで制作しています。私の注文が難解だ
と課長は苦しそうに原稿を書いています。今までには、
ホラー映画の告知風、すし屋の大将と弟子風、アパレ
ルブランドの店員とお客さん風など色 と々やっています。
リスナーのみなさんや、国見町の方には「おもしろい！」
と言っていただ
けているようで
す。その言葉に
背中を押され、
今週も私たちは
ネタを考えます！

日 月 火 水 木 金 土
8 9 10 11 12

・広報くにみ
8月号発行日

・いきいきサロン
第1（午前10時〜）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

耕谷（午前10時〜）

山の日 ・古典文学講座
「伊勢物語」

13 14 15 16 17 18 19
・障がい者相談 ・粗大ごみ収集日 ・戸籍窓口延長日

（午後 7 時まで）
・少年仲間づくり

教室

20 21 22 23 24 25 26
・いきいきサロン

泉田下（午後1時半〜）
・乳幼児健診

1歳6か月
・いきいきサロン

徳北・第7
（午前10 時〜）
石母田（午後1時半〜）

・ニコニコ相談会
・くにみ女性教室

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
・乳幼児健診

3・9 か月
・いきいきサロン

第2（午前10時〜）
泉田中（午後1時半〜）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時〜）

・町長と対話の日

27 28 29 30 31 9/1 9/2
・小型家電リサイクル

特別回収日
（午前8時半〜午後5時）

・いきいきサロン
板橋・板橋南

（午前10 時〜）

・いきいきサロン
高城（午後1時半〜）

・いきいきサロン
貝田（午後1時半〜）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・税金等納期限
町県民税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料

・乳幼児健診
3歳6か月

・阿津賀志学級
・いきいきサロン

大枝（午前10時〜）

・いきいきサロン
第4（午後1時半〜）

9/3 9/4 9/5 9/6 9/7 9/8 9/9
・伊達地方スポーツ

大会
・観月台文化センター

休館日
・いきいきサロン

川内（午後1時半〜）

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半〜）

・粗大ごみ収集日
・くにみ女性教室
・いきいきサロン

太田川（午後1時半〜）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・成人学級
・いきいきサロン

塚野目（午後1時半〜）

・広報くにみ
9月号発行日

・いきいきサロン
第8・9（午後1時半〜）

・市町村対抗野球
大会開会式

・石工フェス

● 毎週金曜日10：00 ～ 10：55　ON AIR! ●
ふくしまFM / 81.8MHz / kunimi@fmf.co.jp


